
実施状況情報

■ 以下の２群からそれぞれ１種目を選択する。

⑴ 器械運動（マット運動）
⑵ 器械運動（鉄棒）

【マット運動】
・倒立前転→開脚前転→前転→側転 1/4 ひねり
・ロンダート→伸膝前転
・男子：伸膝後転　女子：とび前転 or 後転倒立   など

【鉄棒運動】
・逆上がり→後方支持回転→振りとび降り
・蹴上がり　など

【ハードル走】
・80m で実施（8 台）
・ハードル間は 7.5m or 8m

【バスケットボール】
・チェストパス ×4→ピボット→ドリブル→レイアップ（右 2 本・左 2 本）→ゴール下シュート
・1 対 1（軽い DF あり）
・2 対 2

【バレーボール】
・アンダーハンドパス
・オーバーハンドパス
・ジャンプトス
・対人パス
・アタック　など

【サッカー】
・リフティング
・コーナーキック
・ドリブルシュート
・クロスボールに合わせてシュート
・3 対 1

⑴ 陸上競技（ハードル走）
⑵ 陸上競技（長距離走）
⑶ バスケットボール
⑷ バレーボール
⑸ サッカー
⑹ 柔道
⑺ ダンス

Ⅰ群 Ⅱ群

過去の実施情報 受験生からの聞き取り調査です。参考にしてください。
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京都教育大学 後期試験 小論文 

★ すべきことは《保健体育の学習内容について十分な知識をつける》ことである ★ 

 

〔試験内容〕 

◇出題について 

 例年、解かなければならない問題は 2 問―― 

  ・いずれも保健体育の教科書で学習しておくべき内容である。 

  ・それぞれのテーマについて 300～400 字で「説明」をしなければならない。 

 ※「説明をせよ」という設問要求に対して求められることは、あなたの考えや感想ではない。 

教科書の記述内容をそのまま再現して書かなければならないと考えればよい。 

 

◇テーマについて 

 〔2019〕運動やスポーツが心身に及ぼす影響／生活習慣病と運動の関わり 

 〔2018〕スポーツによるドーピング／飲酒によりおこりうる健康への影響 

 〔2017〕スポーツによる熱中症／感染症の予防 

 〔2016〕飲酒の心身への影響／ストレスへの個人による対処法 

 〔2015〕受動喫煙／ドーピング 

 〔2014〕ストレスの対処方法／有酸素運動と無酸素運動の違い 

 〔2013〕エイズ（感染、予防）／ドーピング（薬物、健康） 

 

―「感染症の予防」（2013、2017）、「飲酒と健康」（2016、2018）、「ドーピング」（2013、2015、2018）、

「ストレス」（2014、2016）など、ここ７年で複数回取り上げられているテーマがある。 

 

 

〔すべきことは何か〕 

１．教科書を土台とした保健体育の学習―可能な限り全般にわたって行うほうがよい  

２．その中で、過去出題されているものについては集中的に暗記すると効率がよい 

３．最大の字数に対して 85％以上の分量（～400 字であれば 340 字以上）を丁寧に書く必要がある 
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